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「芸術を通した教育」の概念を基盤とし、専門的技術を必要としない自由な
表現活動を重視する現行の美術科教育では、創造活動と同様に重要な側面であ
る視覚芸術作品の理解という活動を表現活動と等価に重視する傾向にはない。
そのような意味では、表現主義美術に基づく「芸術を通した教育」は、芸術の
一面をとらえているにすぎないといえる。
エリオット・W・アイスナ-は、「認知を伴わないような情動的な活動は成
立しない」*1と述べ、美術教育における芸術の理解が創造活動と同様に重要で
あることを示唆している。 本研究では、アイスナ-の理論的根拠に基づき、美
術科教育の学習内容を表現的嶺域、批評的嶺域、文化的額域に分けて検討し、
芸術の理解と創造を目指す絵画学習カリキュラムの作成を試みるものである。
1.嶺域的側面からの絵画学習の検討とカリキュラム作成の視点
1.1. 表現的商域
アイスナ-は視覚的美術形態の制作に関して、4つの一般的要素*2を挙げて
いる。第1は「材料を芸術的表現のための媒体として働くように取り扱うこと」
である。材料は、その視覚的、触覚的性格により、作品の最終的な性格に大き
く寄与することと、使いこなすための専門的技術を制作者に要求することとい
う2つの特性により、表現活動の基本的な要素となる。 第2は、見せ由ること
である。人間の創造行為は、美術と自然の両方に存在する視覚形態を個人が見
て取る、すなわち視覚経験の意味を解釈し、作品に活用することによって可能
になってきたのである。 第3の要素は、新たな表現様式や造形文法を生み出す
ことによって、制作活動に用いる限られた材料のなかで、作者を満足させる形
態を作り出すことである。 そうした表現活動の構造を、アイスナ-は芸術作品
が生じうる2つの様式と、視覚的意味を表す3つの造形文法の発達によって構
成している。 第4の要素は、図と地の関係を始めとする美的秩序や感情表現、
あるいは奥行といった形態問の関連性を持った全体性に注目しなければならな
いということである。
視覚形掛こ関する経験と技術を深めることによって、生徒は、これらの要素
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を徐々に獲得し、美的に満足のいく、かつ情緒的な視覚全体像の創造を可能に
するのである。 そのような学習活動を引き出す視点は次のとおりである。
①技術的能力と知覚的能力のギャップをうめる材料や道具の扱い。
②形態がその内面に持つ質的感覚をも知覚する、見せ由る活動への発展。
(診美術史の理解を基盤とした表現様式や造形文法のカリキュラムへの系統的
位置付けと、自ら新しい表現様式を生み出す活動。
④画面全体の秩序を自分の作為に照らして造形処理する学習の位置付け。
1.2. 批評的額域
美術教育の学習活動では、芸術作品と呼ばれる諸形態を、生徒たちが理解し、
楽しむ能力を開発することが出来、しかも、それは表現活動における視覚的感
受性を高める働きも持っている。 批評的商域に関して、アイスナ-は、「適切
な条件、手がかり、経験などの無いところではこのような(作品から美的な質
を見て取る)能力が発達する見込みは、きわめて薄い」*3とし、作品の質的感
覚を知覚するための判断基準に関する学習の必要性を主張している。 作品の形
態、作品に用いられている材料や技法、寓意的象徴的なもの、主題といった判
断基準と、それらを扱った豊富な知覚経験が批評的顧城の1つの要素として、
学習活動に位置付けられなければならないのである。
こうして知覚された作品の質的感覚を言葉で表すことが批評的髄域の2つめ
の要素である。 批評は、言葉によって形態の質を暗示し、経験の少ない人に作
品を見て取るための手がかりを与える。 言葉を技巧的、詩的、暗示的に用いる
活動は、視覚形態を言葉によって「表現しなおす」という意味で、ひとつの芸
術活動であると言える。 これらの学習活動を導く視点を以下に示す。
①作品に対する一時的な是認を避け、何がどう描かれているのかということ
を正確に作品から理解する学習。
②作品を見るための手がかりとしての判断基準の効果的な学習への位置付け。
③過去の批評に学び、作品から知覚した質的感覚を言語化することを目的と
した学習の位置付け。
④美術史において、視覚的意味が客観的な確立されている表現様式の精選と
偏りの無い内容化。
1.3. 文化的額城
視覚芸術作品は、それらが育まれる時代の芸術的背景のなかで生まれてくる。
生徒は作品を生み出す芸術的背景に関する経験を持つことで、自らの新しい表
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現を生み出す手がかりを得、新しい作品に出会った場合に、以前に見た作品と
比較し。、それらの間にある違いや、系統性を理解する素地を得ることになる0
芸術作品は、人間によって制作され、その作品が持つ視覚的意味を言葉にして
伝えていくのもまた、人間である。 その人問は文化のなかに生きており、文化
は、直接芸術に関わる特定の人問にだけではなく、それ以前の芸術家の努力の
成果を利用させてくれるのである。 芸術家の作品は、伝統の枠内で制作したり、
あるいはその枠を否定して、新しい様式を生み出すことによって、伝統を刷新
しようとする努力の現われである。 我々がそうした文化遺産としての芸術家の
作品を理解するためには、それぞれの表現様式とその芸術的潮流を生み出した
歴史的背景を知る必要がある。 他の嶺域が2つとも、美的感覚を知覚する能力
を高めるためにあったのに対し、文化的嶺域で学習する目的は、高められた美
的感覚に、社会的文化的な価値をあたえ、生徒に内面化するためにあるという
ことである。 以上のような学習活動を引き出す視点を示すとは、次の様になる。
①美術作品が制作された時代および場所の特徴、社会的慣習および社会的通
念それらが作品の形式や内容に与えた影響を理解させる。
②表現嶺域や批評嶺域の学習活動の際に、それらを支える学習内容としてカ
リキュラムに位置付ける。
2.美術科教育カリキュラムの構造
カリキュラムは、学習活動がそれによってどのような教育効果がもたらされ
るのか、ということに考慮しながら系統的に作成される。 したがって、目標、
教材、指導、評価、といったカリキュラムの構成要素が効果即こ機能するよう
に計画されなければならない。
2.1. 美術科教育カリキュラムの構造化における留意点
美術の表現活動に必要な技術的能力を示す指導目標は目的意識を持ってカリ
キュラム作成を行なううえで重要な意味を持っている。 しかし、それは学習活
動の結果のひとつのタイプであるが、美術科の授業において、生徒が、何を学
習し、経験し、生み出したかという学習成果は、制作された後で初めて見きわ
められるものであり、それらも教師が評価すべき重要な対象である。 カリキュ
ラム作成者は、アイデアやイメージ、感情の幅を拡げたり、追求したりする、
というある意味で予想困難な活動を意図的に助ける意味で、表現活動や鑑賞活
動の酷巣として得られる質的感覚や感受性の高まりを補助的に示す表現目標の
概念を指導目標とともに持たなければならないのである。 *4
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教材や指導では、継続性と順序性に考慮することが必要である。 豊かな表現
を生み出す技能の発達、改善、内面化をはかる学習活動は、それぞれの教材に
関してある程度、継続的な経験の積み重ねが必要である。 また、生徒が以前に
獲得した技能のうえに次の学習が紅み立てられるという意味で、学習の配列に
考慮しなければならない。
最後に評価に関してであるが、アイスナ-は、ダニエル・スタッフエルビー
ムの評価モデルを扱い、コンテクスト評価、インプット評価、プロセス評価、
プロダクト評価という循環性を持って機能する評価を行なうことにより、学習
成果はもちろんのこと、生徒を目標に導く手段を評価することが可能になり、
カリキュラムの有効性を高めることが出来るとしている。 *5
2. 2. 芸術の理解と創造をめざす絵画学習頼域のカリキュラム構造
実際の学習活動を設定するにおいて、美術科教育カリキュラムは、3つの嶺
城をもとに、大きく2つのタイプに分けることが出来る。 *6
①表現中心のカリキュラム
生徒たちは、対象を素直に表現するためによく見ることや、個性的な作品づ
くりのために、想像力を働かせたり工夫をこらすことが奨励される。 このよう
な学習活動では、技術は表現のためにあらかじめ身につけたり、表現の具体化
のために後のほうで用いられるような独立した行為としてよりも、作品を作る
過程で総合的に開発される。 表現活動を効果的に進めるためには、その過程で
-,生徒たちの作品のピントがずれないように、主題が教師によって明確な形で表
されたり、話し合われたりすることが必要である。 そのような言爺による活動
は批評的商域や文化的嶺域によって支援される。
②芸術関連学習中心のカリキュラム
批評や討議、読書などの形式での学習活動が、主題を取り扱う生徒たちの助
けとなるために開発される。 そのように学習活動を通して、生徒たちは個人的、
社会的事象として美術をより深く理解し鑑賞することが望まれる。
言語によって再表現された質的感覚を表現活動にフィードバックし、追体験
することで、専門的な思考を持つ生徒以外のより多くの生徒たちにも、学習成
果を高めることが出来るであろう。 このような方法で表現嶺域は芸術関連中心
の学習を支援するのである。
③カリキュラムの学習成果に関する留意点
学習活動を精選するにあたって考慮しなければならないのは、計画中の学習
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活動の対外的な価値を決定しなければならないということである。 学習活動で
得られる成果が、生徒にとって単なる感情のはけ口でしかないとすれば、その
学習は意味を持たないものとなる。 芸術の理解によって、自分たちの創造活動
の対外的な価値を認識し、偉大なる芸術家と呼ばれる人間が社会から受けた影
響、そして社会に与えた影響、われわれが彼らから無意識のうちに授かってい
る恩恵などを知ることによって、生徒の学習は人間の歴史のなかに位置付けら
れるようになる。 美術科教育を構成する3つの学習商域を、2つのカリキュラ
ムにおいて効果的に扱うことによって、生徒に学習活動の価値の転移を発見さ
せるのである。
3.芸術の理解と創造をめざすカリキュラム作成
3.1. カリキュラム作成の手順
①単元の構成
「芸術の理解と創造」という目標を達成するための単元モデルとして、主題
性と視覚性の表現の変遷を表す美術史的基盤に裏付けられた6つの単元と、描
画材や基底材、版画といった絵画制作の表現メディアに関するふたつの単元に
よって成立する。
単元1形態描写と遠近感
単元2主題性認識
単元3視覚性の意識化
単元4表現の個別化
単元5抽象絵画の理解と創造
単元6現代の美術と芸術性
単元7版画の技法と表現
単元8絵画制作の材料・技法
美術史的基盤に裏付けられた6つの単元の順序性は、写実願望に始まって、
次第に単なる模倣では表現を充たすことが出来なくなるという芸術的な展開を
持ったものであり、表現メディアに関する2つの単元は、描画の視覚性や主題
性といった問題を、版画や彫刻的な概念というメディアの変化による視覚的質
の表現や、美術史上見られた画家の交流、社会的役割などを通して、美術の機
能をより豊かにする内容を持つものである。
②単元の内容作成
それぞれの単元は、単元ごとの目標を持ち、表現中心の学習と芸術関連中心
の学習によって構成される。 実際の絵画表現活動を扱う表現中心の学習と、作
品や作家を対象として、単元の目標を具体的に理解するための。 批評的な内容を
持つ芸術関連学習は、それぞれの表現や作品、作家を生み出した文化的社会的
背景を内容とする文化的嶺域による美術史的コンテクストを得て内容が決定さ
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れる。
③単元を構成する題材の作成
各単元の目標はその内容に従い、学習プログラムとして具体化される。 表現
中心の学習プログラムと、芸術関連中心の学習プログラムは、単元が目標とす
る能力を生徒が身につけるために内容が決定された題材によって構成される。
実際の運用を考慮し、導入から学習成果に至る過程の評価をシミュレートし、
題材の適性を高めておく必要がある。
④単元内の題材の時系列化
カリキュラムにおいて、ひとつひとつの題材をその内容の芸術性の段階や生
徒の学習性に基づく文脈に沿って示される願序性を示すものである。 単元内で
の題材が時系列に示されることによって、カリキュラムは構成上のそれぞれの
題材の結びつきや展開、題材問の選択といった留意点を含めた明確な形となる。
ここで、題材の単元ごとの時系即巳と3学年を通した単元、題材の時系列化
の構造図における文脈の示し方を図1に例示する。 *7
図1 「一一-一日一一
※それぞれの枠、線が意味する内容
芸術関連中心学習の題材
表現中心学習の題材。
枠内の数字はユニット内でのそれぞれの題材の番号を示す。
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※※
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(C〉
枠内の題材を並行して同時に扱う。
題材によって構成される単元のまとまりを示す。
宗のつながりが意味する内容
前後の題材の必修的展開。
ふたつの題材が内容的に強い関連を持っており、並行して扱う。
複数の題材の選択を示し、生徒によってなされるように配慮する。
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Wユニット間の関連を示し、表現の置き換えや別ユニットの視点による学
習内容の充実を図る。
(e)ユニット進行上でプロセスあるいはプロダクト評価が行なわれるべき時
点。
3.2. 学習プログラムの作成の視点とプログラムの凡例
各単元の内容となる題材を具体的に作成するための視点を、単元の目標と芸
術性を理解するための生徒の適応性や現状の問題点をもとに、芸術の理解と創
造をめざす美術科教育を構成する、表現嶺域、批評的額域、文化的嶺域の各商
域から明らかにする。 次に、単元が持つ内容視点に基づき、扱う題材を具体化
し、題材の学習プログラムの凡例を単元ごとに時系列化した図で表し、プログ
ラムを構成する題材の具体的な学習内容を表現中心学習と芸術関連中心学習に
分けて示す。 題材設定の観点は、次に示すとおりである。
・表現学習の具体的活動を表す題材名
・表現活動によって得られる作品を表す題材名
・芸術関連学習で中心的に扱う芸術作品や画家を表す題材名
・芸術関連学習で扱う美術史上の表現様式や流派の芸術性を表す題材名
・以上の内容を紅合せて表す題材名
主題材名で示されるものがほとんどだが、必要な場合は副題材名によって内
容が補足される。カリキュラムの作成のうえで実際の運用に関連して考慮しなければならない
のが、時間の問題である。 授業時間は学習内容を拘束するのではなく、精選さ
れた学習内容が必要な時間数を決定する。 しかしながら公教育という時間的に
有限の環境で効果的な学習活動を行なうためには、学習の量ではなく、質を高
めなくてはならないことも事実である。 ここでは、単元4を例にして、学習環
境や生徒の学習性や適応性などの要素によって、柔軟な題材の取り扱いができ
るような構造を考慮し、題材の選択性に幅を持たせたプログラムを示す。
(3学年を通したカリキュラムは、最後の図2に示した)
単元4表現の個別化
指導目標後期印象派に見られる作品や作家に関する学習を通して、それぞ
れの表現様式を理解し、自分の作品制作に生かす・。
表現目標多様化するそれぞれの表現様式が持つ芸術的意義を理解するとと
もに、自分にあった表現様式を選択し、感覚的な理解をもとに自分
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の表現様式に発展させる。
題材の学習プログラム
単元の時系列上の構造図
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表現中心学習プログラム
???????
題材 ① r点描による表現』
内 容 轍兼のモチづのとらえ方を舞に梶の柵 光のとらえ方は意して紬と見る噺を猷 点恥色の便
い方とタッチによって排する.
題材 ② Fタッチがイメージを表す作品』
内 容 謝している^欄いている^をモチI7に、その雛を、筆のタ0)チで表札て脈.
盤酢耕捕った様々な港を恥てみてそれら帽す職について考える.鱒の雛加恥れる*の恥や鼻
れ軌それ柵の印如表すことを埋れ哀歓軸す●
-22-
題材 ③ F色と形を単純化して描く作品,A
内 容 艶^物をモチづに、細や鱒を革靴した湖の偶を伴る.
舶欄分を省帆た畑スケッチと文棚に単靴した柵の垂や離用いた背景を叔合せる。^恥色舶3
～4按配登凱て平面枇軌 背触 如^印鮎わた色で繭全体の装雛を触ることに注意しながら
蔓る○磯を使った切り継で搾ることも舶
題材 ④ Fキユピズムお面の絵』キユビズムの理解
内 容 酌社を臥 いろいろな大きさの底面のか憎や円柱を抑 る.それを柵紘湘士で顔を肋がらお互
いの巌の絹を作りlはた蛸をスケッチする.白、急だけ、あるいはそれに批つだけ鱗を加えた触使って
珊わけtビ巾のキユビ1ムflflflfc肋ぺる.
越tf <5> F感情を形態に』デフォルメの表現
内 容 胎が恥大きな朗に執れたらどのような表齢ボーズをする繕え、それが衰射れるような舶方捕え
る●書馳 ど朗を表すいろいろな鮒を証してみて、その時の自分の鼓とボーズを大けさに表札てみる.
芸術関連学習プログラム
題材 ① 《色の点によって描かれた絵》
内 容 ルノアール、モネ、スーラ、シニヤツクの伽を見て、戸外で加齢か誠を表射るた舵考えだされた鰭
分恥考え方と点の集まりによる親荏式を射 る●
題材 ② 《筆の動きが作品に与える影響》後期印象派と水墨画
内 容 ゴッホ、ブラマンクの件品に見られる盛榔な筆の動き細く対雛棚の主配賦させて放り、梱離溝
かれている山水を表す形態に素敵筆のタッチを見て、筆の動き臓如なかで放す紺の垂難を断 る●
題材 ③ 《平面的な色彩の作品》フォービズムと日本画
内 容 ブラマンクやマチス、ルオーの伴品を見TtそQ)色の触れ方は臥 色彩の表雛のものが酢にもたらす彰
艶鰭劫のために雑枇機を鞘化させた粕を乱て、鰯が臥の舗批封く淵の存在として独
立してきた断を断 る。また轍に代離れるような口癖が如平離と葉脈を比べ、室内の雑として
描かれた日楯の雛を帽させながら、平雌と雛 が顔のなかでt.のような書きをしているのかを考える。
題材 ④ 《立体を平面に描くための表現》
内 容 セザンヌの形W Q)考え方をもとにキユビズム硝こすピカソやブラックの伴品を見T1その理副職から、
立体脈平面に溝くために恥れた鼓醐有の空肘くりを断 る●
題材 ⑤ 《ピカソとアフリカ芸術》
内 容 アフリカの麟舗偶を舞に、rアビニヨンの放ち」とそれが掛れるまでのピカソの作品を見比べ、t.の
ように変化したのかを考え、それ蛸のピカソのキユビズムに夢乱たアフリカ舗叫齢考える.
題材 ⑥ 《感情を掃きだした画家》
内 容 間^の生と死、軌とを印鎌の影書射ながらも鵬の舶親に基づいて耕きだしたムンクの作品を虹 そ
の狭軌デフォルメ瑚柴を射 る.馳州ムトやシーレの伴晶と比べてみる.,
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4.研究のまとめ
本研究で示したカリキュラムは、アイスナ-の先行理論に基づいて作成した
一例にすぎず、実際の学校現場で有効性を実証する必要がある。 特に題材の臓
序性に基づく時系列化に関しては、美術史的なコンテクストにおいておおよそ
可能であるが、生徒の適応性に基く学年を通した時系列化は、美術や芸術の理
解や創造に関してアイスナ-が挙げていた諸要素に即した調査を行ない、その
総菜を最大限に取り入れる必要がある。 芸術の理解と創造をめざし、綿密に計
画、構造化された美術科教育のカリキュラムによる学習活動は、単なる問題解
決やカタルシスにとどまらない、創造的で美的な表現活動を可能にすることが
考えられる。 学校教育が生徒たちに果たす機能を考えれば、それは一部の才能
ある生徒だけに与えられるだけでは十分ではない。 技法や遊び、表現様式やイ
メージといったさまざまな側面からの芸術との出会い、理解、そして創造の活
動は生徒たちの美的な感性を高め質的な操作の能力を育むことが可能である。
リアリズム芸術や表現主義芸術に留まらない幅広い美術の芸術性の理解は、生
徒たちの芸術的欲求によって中学校の教科としての美術科教育の重要性を再確
認させるのである。
訳注
*1EliotWEisnerCognitionandCurriculum,ABasisforDeciding舶at
toTeach棚rI育雛と載育甜一離樹応へのアブローf-1欄律娼訣円柵夫、長町充気高楯一期
舶杜1990p30
*2EliotWEisnerEducatingArtisticVisionか撒「榊離子どもの知将規l
仲齢久腺兼職1986plO2
りEisner「美純音と子どもの知馳pl64
I4同上p186
*5同上p236
*6日上p200
*7この撤回赴ガイリ＼仰(GuyHubbard)の巌した国I・美轍柑「アートイン・アクション」{'Artln
ActionCoronadoPublishersInc.
,1986)で朗されたストラン陀いう舶靴Iったものである.
-24-
-25-
図2-2
-26-
